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大白川集落と生産森林組合の紹介 （浅井 守雄）

ブナ林の育成事業 （橘 和明）

川中・川下との連携 （紙谷 智彦）



林野庁経営課からの事前質問に対する回答

生産森林組合の概要と展望について（橘 和明）

1.地域と生産森林組合の関係性

2.生産森林組合の活動が持続できた理由

3.日々の活動における収支

4.森林組合、事業体との事業連携や関係性



林野庁経営課からの事前質問に対する回答

プロジェクトについて（紙谷 智彦）

５．間伐されているなど土台があった大白川以外の地域

での地域資源の活用の活路（広葉樹林）

６．川下までのコーディネートの方法や売り込みにあ

たっての留意事項

７．プロジェクトを長期間持続する秘訣
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魚沼市大白川地区

人口91人 平均年齢 68歳
（2025.1.31現在）

世帯数 46

2025年2月24日

最深積雪 490cm



大白川生産森林組合

• 昭和47年(1972年）の入会

林野近代化事業に基づき、

旧大白川新田村の共有林を引

き継いで設立

• 経営面積 1,386ha

組合員 46名、役員 8名

常勤 2名 / 季節雇用 3名

只見線
大白川駅

破間川ダム

ブナ林
639ha

全体
1,386ha

スギ林
160ha

大白川生産森林組合所有林
（新潟大学農学部村上拓彦教授作成）
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①利用間伐によるブナ林の育成、

②ブナの更新を阻害するクロモ

ジの販売、③山菜園経営、④ブ

ナ林業見学会の他に、⑤地域維

持に必要な魚沼市の里山整備事

業などを行っている

隔月で集落に配布している「かわら版」

日々の活動



• 1973年から 新潟県内（国内）ではじめて高密度の

ブナニ次林の間伐（切捨て）を開始

当時の県小千谷林業事務所、県林業試験場から指導を受け、

• 1996年から 2回目の利用間伐。小径間伐木は直営

の木工センターで木皿や椀などに加工して販売してい

たが、その後中止

ブナ林の育成事業



育成前のブナ林（1982年）



2回の間伐を経て成長してきたブナ林（2015年）



• 2018年から スノービーチプロジェク

トの支援開始。県南魚沼地域振興局の指

導により森林経営計画を樹立し、用材利

用を目的とした利用間伐を開始。長岡市

の志田材木店との相対契約を開始

• 2023年から 根曲がり材を地元町工場

と大手スポーツメーカーが連携して活用



経営計画による間伐エリア

2020-21年実施

2019年実施
2018年実施

2022年実施

100m



19間伐木はグラップルで作業道まで運び出す（魚沼市森林組合）



作業道から林道までは

フォワーダーで運び出す

（魚沼市森林組合）



 末口径が22cm以上で一定の基準を満
たせば、長さ205～210cmで採材し
用材として利用

 用材の基準外、あるいは、末口径が
15～22cm未満なら、長さ150-
200cmで玉切り、おが粉材に

 15cm未満は薪材として80cmで採材

ブナ間伐材の採材



見学会で志田材木店社長からは玉切方法の要望

川中・川下との連携



共通

• 玉切り長さ
205～210ｃｍ

• 偽心材可

【特A材】末口50cm以上【 A材 】末口22 ～ 50cm未満

・腐れ無し ・矢高3cm以内の曲がり ・節無し

【 B材 】

川中・川下の要望を受けて設定したブナ用材丸太の等級区分



設定した等級基準で

仕分け、はえ積み

A材

B材C材

D材



等級 評価 末口径 腐れ 曲がり 節 玉切り 備考 単価

特A材相当 超優良丸太 50㎝以上 無し 矢高3cm以内 無し 3m材、4m材OK 60,000円/m3

A材相当 優良丸太 22～49㎝ 無し 矢高3cm以内 無し 3m材、4m材OK 45,000円/m3

22㎝以上 無し 矢高3cm以内 片側 33,000円/m3

30㎝以上 無し 矢高4～5cm 無し 33,000円/m3

30㎝以上 径10cm未満 矢高3cm以内 無し
腐れ 芯のみ6cm以下なら
合板OK（φ22cm以上） 33,000円/m3

C材相当 おが粉 15㎝以上
かつ、または
径10cm以上

かつ、または
矢高6cm以上

かつ、または
両側

1.5～2.0ｍ できるだけ2mで揃える 11,000円/m3

※　2m材はプラス10cmまでだと積みやすい。 ※　消費税別

※　送料生産森負担

※　オガ粉は参考

D材相当 薪炭用 5～15㎝ 腐れOK 少ない方が良い 節OK
0.8m以上
運搬しやすい長さ

調整材は0.4m以上で。
径級15cm以上も可。 1５,000円/m3

※　消費税込

※　山土場渡し

※　村人単価あり

2.05 m
   ～

2.10 m

B材相当 普通丸太

大白川ブナ丸太等級基準　令和6年度版 概ね2年ごとに単価改定



代表的な活用例

大中径材

・通直材（A/B材）：家具・建築内装・フローリング

合板・木製品など

・湾曲材、太枝（C材）：菌床キノコ用おが粉

中小径材

・通直材（D材）：薪材・製炭用材

大径の根曲り材：スポーツ用材（パークゴルフのヘッド）



用材としての活用



志田材木店で製材・人工乾燥後に主にバンドル単位で販売



大白川生産森林組合では関係者向けに板単位で販売



板挽き直後のブナ材



偽心や節が入ったブナ材



偽心材
(50%)

穿孔材
(3%)

その他

正常材
(14%)

穿孔・
偽心材
(28%)

偽心材

正常材

穿孔・
偽心材

里山のブナは、偽心材や穴あきが多い



ブナ材本来の素材として魅力を引き出す

• これまで国内で利用されてきたブナ材の

ほとんどが欠点の無い綺麗な欧州産

• ダメージを多く含む薪炭林由来のスノー

ビーチ材を活かす



穿孔材と偽心材

http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/
seibut/bcg/bcg00054.html

クワカミキリが産卵し、孵化後、
幹の中心部を食べ進んだ孔が穿
孔材。その孔を伝って木材腐朽
菌が侵入し変色したのが偽心材

排
糞
口
か
ら
の
幹
の
変
色
で
カ
ミ
キ
リ
の
生
息
が
わ
か
る



生態デザイン

ブナ林の生態系から生み出された自然のデザイン



（お山の森の木の学校）



正常材に偽心材のストライプが入ったテーブル（朝倉家具）



生態デザインテーブル（朝倉家具）



Taka建築創造舎生態デザインを活かした玄関ドア



Taka建築創造舎生態デザインのオリジナルキッチン
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朝倉家具



ISANA



nine/九里家具製作所



川下によるレベルの高い商品が川上に利益をもたらす

プルトーイ
十日町市里山科学館
キョロロとのコラボ

ラトル



• iF DESIGN AWARD 2023
• アジアデザイン賞2023
• キッズデザイン賞2022
など多数受賞

くみ木の森



ドイツ Ambiente Trends 2019を受賞

TANZAKU LAMP

ストーリオ



using Japanese sustainable beech 
wood for the handles 
（ハンドルには日本の持続可能なブ
ナの木を使って・・）

A stainless steel, snow beech handled
multifunctional gardening knife from 
Tsubame-Sanjo in Niigata Prefecture

（新潟県の燕-三条からスノービーチの
柄を付けたステンレス製の多機能園芸用
ナイフ）

浅野木工所



スノービーチ製品フェアの例

STORIOのフェア
（新潟伊勢丹越品のフロア 2023年）

MORRY GO ROUNDのフェア
（無印直江津のフロア 2024年）

川下による川上の紹介



定期的に集まることで意識の共通化と信頼関係の構築

スノービーチ報告・検討会（2025年3月3日）



最近の例







スノービーチプロジェクトの分布



朝倉家具

STORIO

ISANA
TAKA創造建築舎

お山の森の木の学校

九里家具製造所 大白川生産森林組合

不動生産森林組合

浅野木工所

新潟大学
日本自然環境専門学校

魚沼市森林組合

ゆきぐに森林組合

Out Mount furniture

にいがたどまんな館

くみ木の森

新潟県内の主な
スノービーチ関係者

©Google map



川中・川下による川上での森林管理の意義を紹介

朝倉家具 STORIO

オークヴィレッジ ナカタハンガー ナカタハンガー + 木和堂
ミズノのパンフ

志田材木店 組木の森



川上では川下向けの見学会によって理解の促進

【伐採チームとの意見交換】 【ブナ林業見学会】



森林の管理・
育成

薪
製品

製材

川上～川下の
連携による
地域への貢献

おが粉



『大白川集落はブナ林を育成し、100年後も

持続的に活用していきたい』

元組合長（故浅井福三）

地域存続への思いが原点

1980年代 現組合長（浅井守雄）2023年



林野庁経営課 からの事前質問に対する回答

生産森林組合の概要と展望

1.地域と生産森林組合の関係性

2.生産森林組合の活動が持続できた理由

3.日々の活動における収支（すでに紹介）

4.森林組合、事業体との事業連携や関係性



集落内に住民票があれば誰で

も組合員資格を取得すること

ができる。

収益は貯蓄を原則とし、集落

として必要な経費に支出する。

１．地域と生産森林組合の関係性

• 大白川地区にある土建会社
の林業部門に間伐事業の一
部を委託

• 地区民総出で間伐作業跡地
でのブナ原木ナメコの種駒
打ち

• 隔月で生産森の活動を報告
するかわら版を全戸に配布



2. 生産森林組合の活動が持続できた理由

①魚沼市里山整備事業による収益

：平成28年（2016年）から施行

• 里山整備と広葉樹の間伐材の利

活用を図るため、過密な広葉樹

林の間伐・集材に係る経費に対

する補助



②ブナ林業による収益

：平成30年（2018年）から森林経営

計画を樹立しての持続的経営

育成するブナ林とスノービーチ材の価

値を高めることによって、収益に繋げ

てきた

2. 生産森林組合の活動が持続できた理由



４．森林組合、事業体との事業連携や関係性

• 作業道作設・間伐・搬出は、魚沼市の

魚沼市森林組合と大白川集落にある

㈱義介建設の地元2事業体に委託

• 森林経営計画の策定、ブナ林間伐エリ

アの選木、玉切り採材方法の指定、間

伐木の売払いなどについては、大白川

生産森林組合が、スノービーチプロ

ジェクトと連携を図りながら実施



林野庁経営課から

スノービーチプロジェクトへの質問

５．間伐されているなど土台があった大白川以外の

地域での地域資源の活用の活路

６．川下までのコーディネートの方法や売り込みに

あたっての留意事項



・放置された広葉樹林を利用間伐や更新伐で

【用材】として利用する場合を想定し、

スノービーチでの経験をもとに、

川上～川下まで考えられそうな検討すべき

点をあげると・・・

質問５と６をまとめ



【川上では】

①活用を検討する広葉樹林面積に、②用材

として利用できる大きさの樹種が ③どれ

くらいの割合で生育しているのかを、立木

で広葉樹がわかる人（あまり多くない）に、

半日同行してみてもらう。空中写真、ド

ローン画像、GPSを併用できれば効果的。

④搬出（作業道の作設）が可能な範囲を森

林計画図や地形図から、森林土木技術者に

読み取ってもらう。



⑤搬出可能な範囲を含むように、

森林経営計画が策定できるかを森

林組合や県出先の林業技術者に検

討してもらう。



⑥森林経営計画が策定できる場合、

造林補助金を活用して材積の1/3

を利用間伐すると仮定した場合、

haあたりざっと何㎥の出材が可能

か、森林組合や県出先の林業技術

者に推定してもらう。

（例えばＹ社の産業用無人ヘリの

レーザ計測が使えれば、広範囲の

直径データが取得できるので、机

上での推定も可能。）



川上のポイント

• haあたり利用間伐の出材予想量

• 用材に使える樹種と材積の割合



【川中では】

⑦距離が近い製材・材木店を訪問し

て、地域材を有効活用するための相

対取引について検討してもらう。出

材が少量であれば、川上での直接販

売も想定して、広葉樹の賃引き・乾

燥の経費を調べておく。地元の材木

店での販売も検討。



⑧山土場から製材店まで輸送する場

合、材積や山土場へのアクセスに応

じて何トン車を想定するか、その運

送費も調べておく。

⑨出材量や板材の需要量が不安定な

場合には、川中の在庫管理が重要。



川中のポイント

• 製材店、材木店との協力体制

• 山土場から製材店までの運送

• 板材の需要と在庫管理



【川下では】

⑩県内に工房を構える家具製造店

や工房などを複数訪問し、川上か

ら出材可能な樹種と材積を知らせ

る。利用希望がある場合、必要と

する主な板の厚さと幅、年間の必

要量（㎥）、現在利用している同

樹種の板材単価（円/㎥）も聞き

とる。



川下のポイント

• 地元材の使用を希望する家具・工房

• 年間の需要材積



【実行可能性の検討】

⑪川中へ相対契約で丸太を販売する場合

・想定される年間の板材利用量に歩留りを考慮した丸太材積

・用材丸太の材積から逆算した利用間伐面積

【支出】その面積で間伐・搬出にかかる平均的な経費（委託する場合

は森林組合や林業事業体の見積り）と川中への運送費

【収入】丸太の売払い額とその面積で想定される造林補助金（間伐搬

出・作業道作設）



⑫川上での自主販売を想定した場合

【支出】間伐・搬出費と川中への運送費。想定需要量（板材希

望量に歩留りを考慮した丸太材積）に対応する製材工場の経

費（賃引き・乾燥）。板材の運送費

【収入】板材（あるいは丸太）の想定売払い額と造林補助金



実行可能性のポイント

• 収支の概算が赤字にならない

ただし、初動で販売できる可能性が不透明な場

合、在庫リスクを誰が持つか事前の調整が必要。

そのためにも川上～川下のネットワークは重要。



林野庁経営課からの質問

７．プロジェクトを長期間持続する秘訣

① 森林の育成と活用が集落の持続に欠かせないという思い

② 川中、川下との意思疎通を欠かさないための継続的交流

③ 広葉樹材を扱う新たな活用先の開拓（需要の確保）

すでに紹介した以下の3点



日 時 2025年 3月 29日(土) 9時～14時

・ブナ間伐材の伐採見学と雪上搬出体験

・スノービーチ製品の紹介

詳 細 申込みを頂いた方に返信メールでお知らせします

参加費 500円（暖かい飲み物・お昼の豚汁・保険料込み）

主催 大白川生産森林組合

協力 スノービーチプロジェクト

申込み（〆切 3月19日：先着20名）

大白川生産森林組合へメール（ossk@etude.ocn.ne.jp）で、

氏名（ふりがな）、携帯電話（緊急連絡用）、保険用として生年月日、性別をお知らせください。

確認の返信メールで、持ち物などの詳細、集合場所までの道順をお知らせします。

魚沼市市民向け森林整備啓発研修

魚沼市大白川では半世紀前からブナ林を育

成するための間伐が進められてきました。

残雪期の間伐では、丸太を人力で滑らせて

林道まで降ろします。搬出体験とスノー

ビーチ材の活用についても紹介します。



皆さんのご参加をお待ちしています
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